
第１章 身の回りの出来事はどうやって決まる？ 

～クラスの中ではどうやって決めているのだろう？～ 

 

（１） どうする？！文化祭 

楽しい文化祭。１年生の出し物は舞台で 10分間の表現活動です。 

すだちくんは、ダンスがいいなって思ってます。でも・・・周りでは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   っていう声が聞こえてきます。 

すだちくんは意を決して「ダンスがいいと思います。」と発言しました。 

 「じゃあ、歌・ダンスで多数決しましょう。」 

  ―― 結果は、「歌」 ２０人、「ダンス」 １９人となりました。 はい、歌に決定。 

でも、ちょっと待って！ 

「あなたが文化祭をとりまとめる文化委員なら、 

この決め方で大丈夫？ みんな不満なくできるの？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ あなたの考えを書き込んでみましょう。 

 １組は、歌だ

って。  

 

 １組は、歌だっ

て。  

 

  え～、誰か適当に 
 コントでもしたら～。 

 

 
全員ですることに 
なってます！  

ほかに意見がないんだったら、 
コントに決まりますよ～。 

 １組は、歌

だって。  

 

 したくな～い。  

どうせ、自分の意見は 
通らないから。 

１組は、歌だって。 

   じゃあ、それで。 

私は 

 

 

 

と思います。 

理由は 

 

 
 

だからです。 

 

 １組は、歌だ

って。  

 

そうしよ。そうしよ。 

決めるの面倒くさい。 
決めてくれればいいのに… 



（２） 多数決って、多いもの勝ちなの？ 

  どんな決定方法にも、良いところ悪いところがあって、決めるまでの期間や、 

何人で決めるのか、どんな方法で決めるのか等、について考える必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多数決の場合は、 

「十分な話し合いによって合意を形成しようとする努力」、 

「少数意見の尊重」などが行われて、 

はじめて多数決は民主的な決め方になるのですね。 

 

「【文化祭の出し物を決定した今回の多数決】が、 

みんなの意見を反映しきれなかった決め方となった理由は 

何だったのだろう？」 

 

 

 

 

じゃあ、「どんな方法で決めるのが、みんなの意見を反映した決め方なのだろう？」 

 

 

 

 

 

 ※ あなたが考えた方法は、「これで完璧!!」でしょうか？  
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その理由は 

だからです。 

「多数決が少数意見の無

視や少数意見の人の権

利の侵害につながる。

（多数者の専制）」 

トクヴィル 
（19 世紀フランスの政治家） 

私は 

という方法があると思います。 

その理由は 

だからです。 

大勢の前だと 
恥ずかしいけど、グループだと 
意見が言えるかな？ 

急に今決めますって言われても、 
それだったら、 
先に知らせておいてくれたら 
よかったのに… 

ほかに意見があったかもしれないのに、 
なぜこの２つにしたんだろう？ 
みんな納得してるの？ 


